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遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

四
世
紀
ー
一
九
枇
紀

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

伊
興
遺
跡
は
東
京
都
北
部
の
足
立
区
に
所
在
す
る
遺
跡
で
あ
り
、
地
勢
的
に

5
 

集
落
跡

4
 
調
査
担
当
者

佐
々
木
彰

・
松
本

晃

3

発

掘

機

関

伊

興

遺

跡

調

資

会

2

調
壺
期
間

一
九
九
五
年
（
平
7
)

四
月
し
一
九
九
六
年
一
二
月

1

所
在
地

東
京
都
足
立
区
東
伊
興

一
丁
目

・
狭
間
周
辺

い
こ
う

東京

・
伊
興
遺
跡
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発
達
し
た
地
点
の

一
っ
で
あ
り
、
伊
興
遺
跡
の
北
東
端
に
位
置
し
て
い
る
。
こ

の
付
近
の
低
地
帯
は
自
然
堤
防
に
大
き
く
え
ぐ
り
込
ん
で
お
り
、
毛
長
川
の
河

岸
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
河
岸
は
九
世
紀
以
降
に
埋
没
し
た
こ
と
が
出
士

遺
物
か
ら
理
解
さ
れ
て
い
た
（
関
係
文
献
①
）
。
下
層
を
中
心
に
遺
物
が
豊
富
に

出
土
し
、
自
然
遺
物
と
と
も
に
小
片
と
な
っ
た
古
墳
時
代
の
上
器
類
も
数
多
く

確
認
さ
れ
て
い
る
。
五
世
紀
中
葉
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
韓
式
系
陶
質
土
器
も
こ

の
地
点
か
ら
の
出
士
で
あ
る
（
関
係
文
献
②
）
。

さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
低
地
帯
か
ら
は
八

0
0年
を
前
後
す
る

墨
書
土
器
と
曲
物
類
を
は
じ
め
と
す
る
木
製
品
類
が
多
最
に
出
土
し
た
こ
と
で

あ
る
。
今
回
報
告
す
る
木
簡
も
こ
れ
ら
の
木
製
品
類
の
一
部
で
あ
る
。
①
②
と

も
下
層
か
ら
の
出
土
で
あ
り
、
出
土
地
点
は
二

m
と
離
れ
て
い
な
い
。
ほ
ぼ
同

時
期
に
投
棄
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
伴
出
遺
物
と
し
て
は
、
墨
書
の
あ
る
土

師
器

・
須
恵
器
杯
を
は
じ
め
と
し
て
長
頸
瓶

・
フ
イ
ゴ
の
羽
口
な
ど
が
あ
る
。

木
簡
の
釈
文

・
内
容

（
騎
馬
像
）

（
騎
馬
像
）
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)
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1996年出土の木簡

□
口
Ｈ
‐十
日
日

日
日
日
日
国
□
□

　

五
　

日
日
日

日
日
国

延
暦
十
七
年
七
月
廿
四
日
　
　
　
」

（］卜６
）
×
∞∞
×
卜
　
ｏ岸Φ

ω
は
下
半
部
分
を
欠
き
、
左
側
に
も
わ
ず
か
に
欠
損
箇
所
が
認
め
ら
れ
る
木

札
で
あ
る
。
こ
の
た
め
上
端
の
馬
の
顔
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
下
端
に
も

騎
馬
像
の
あ
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
が
、
墨
痕
は
薄
く
、
わ
ず
か
に
人
物
の
顔

と
馬
の
た
て
が
み
お
よ
び
前
脚
の
一
部
が
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

上
端
の
騎
馬
像
の
人
物
は
撲
頭
を
被
り
、
弓
矢
を
携
え
、
馬
に
は
手
綱

・
鞍

ら
し
い
も
の
も
描
か
れ
て
い
る
。
撲
頭
の
櫻

（紐
）
は
後
ろ
に
た
な
び
き
、
脚

も
後
方
へ
折
り
曲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
馬
を
疾
駆
さ
せ
た
様
子
を

描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
躍
動
感
も
な
く
静
止
画
的
で
あ
り
、
大

陸
的
な
絵
画
手
法
も
垣
間
見
え
る

（唐
代
李
寿
墓
な
ど
に
類
例
）。

汁日

代
も
平
安
時
代
初
頭
と
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
文
書
木
簡
の
存
在
か
ら
、
伊
興
遺
跡
が
地
域
の
中
心
的

-
|

施嚇卸】剌『醐印印”序嘲は靭呻帥響砦葦〕脚庁声申】剰刹卿れ戦ヽ　あ郷仰山口日脚「中中山山中山山山中中山呻呻呻呻］囀四四中『凹‐‐‐ィ＝〕
等

手
す
さ
び
な
ど
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
祭
祀
と
い
っ
た
何
ら
か
の
目
的
を
も

っ

て
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②
は
お
そ
ら
く
文
書
木
簡
で
あ
る
。

じ
て
左
端
部
分
の
み
が
解
読
で
き
た
。
赤
外
線
に
よ
る
観
察
の
結
果
、
か
ろ
う

こ
の
木
簡
の
出
上
に
よ
っ
て
、
い
の
年



な
村
落
と
し
て
機
能
し
て
い
た
可
能
性
が
ま
す
ま
す
強
ま
り
、
何
ら
か
の
官
衛

施
設
の
存
在
も
想
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

な
お
①
②
と
も
そ
の
釈
文

・
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

の
平
川
南
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

①
伊
興
遺
跡
調
査
会

『伊
興
遺
跡
―
下
水
道
敷
設
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
』

（
一
九
九
七
年
）

②
酒
井
清
治

・
松
本
晃

「東
京
都
足
立
区
伊
興
遺
跡
出
土
の
陶
質
土
器
に
つ

い
て
」
翁
韓
式
上
器
研
究
』
Ⅵ
　
一
九
九
六
年
）

（佐
々
木
彰
）

茎
Ｔ

丸
の
内
三
丁
目
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
千
代
田
区
丸
ノ
内
三
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
４
）
一
月
―

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
東
京
都
教
育
文
化
財
団
東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
西
脇
俊
郎

・
上
條
朝
宏

・
栗
城
譲

一
・
竹
尾
　
進

・
武
笠

多
恵
子

・
岩
橋
陽

一
・
小
林
　
裕

５
　
遺
跡
の
種
類
　
武
家
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅
北
西
側
の
、
旧
都
庁
跡
地

（現
在
の
東
京
国
際
フ

ォ
ー
ラ
ム
）
に
位
置
す
る
。

調
査
地
周
辺
は
、
江
戸
時
代

初
め
に
日
比
谷
入
江
を
埋
立
て

た
地
域
で
あ
る
。
慶
長

一
三
年

全

六
〇
八
）
頃
の
様
子
を
描

い
た
と
さ
れ
る

『慶
長
江
戸
絵

図
』
に
よ
る
と
、
当
地
域
に
は

山
内
対
馬
守

・
彦
坂
小
刑
部

・

森

（毛
利
）
伊
予
守

・
福
島
掃

(東京東北部・東京東南部)




